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認
識知

寵霊
;震ポ!

場?

本
年
の

2
月、

3
月
に
認
知
症

サ
ボ

l
タ
i
養
成
講
『
涯
を
開
催
し
、

2
回
の
隣
催
で
初
名
ほ
ど
の
参
加

者
が
あ
り
ま
し
た
。

北
斗
市
よ
り
お
招
き
し
た
坂
本

講
師
よ
り
、
認
知
症
に
つ
い
て
院

し
く
理
解
し
、
偏
見
を
持
た
ず
認

知
般
の
人
や
そ
の
家
族
を
温
か
く

見
守
る
応
援
者
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

認
知
疲
は
早
期
発
見
と
治
療
が
大

切
、
出
向
閣
の
見
守
り
ゃ
声
掛
け
な

ど
地
域
の
支
え
も
大
切
で
あ
る
こ

と
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
認
知
症
予
防
の
た
め
の

気
較
に
で
き
る
体
操
の
紹
介
も
あ

り
、
養
成
講
座
は
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
で
し
た
。

養
成
講
座
終
了
時
に
は
、
認
知

症
サ
ボ

l
タ
l
の
し
る
し
で
あ
る

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

町
内
に
お
け
る
認
知
症
者
の
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、
認

知
症
者
を
応
援
す
る
サ
ポ

l
タ
ー

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す。



2 

圏
平
成
匁
集
度

平
成
犯
年
3
月刊
ω
日
に
開
催
し
ま
し
た
評
議
員
会
の
審
議
を
得
て
、
平
成
お
年
度
事

業
計
画
及
び
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

役
員
改
選
及
び
評
議
員
改
選
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
下
記
の
体
制
に
よ
り
事
業
推
進

に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
町
民
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第 5号

基
本
方
針

松
前
町
に
お
い
て
も
少
子
高
齢
化
や
家
族
の
孤
立
化
の
進
行
、
生
活
様
式
の
変
化
等

に
よ
り
、
以
前
と
比
べ
地
域
の
人
間
関
係
が
希
薄
化
し
、
相
互
扶
助
機
能
が
低
市
や
高

齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
方
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
に
お

か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
青
少
年
や
勤
労
者
層
に
お
い
て
も
生
活
不
安
や
ス
ト
レ
ス
の
増
大
に
よ
り
、

ひ
き
こ
も
り
や
自
殺
と
い
っ
た
深
刻
な
問
題
が
生
ず
る
な
ど
、
地
域
住
民
の
抱
え
る
課

題
は
多
種
多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
地
域
役
会
で
生
ず
る
課
題
を
解
決
し
、
誰
も
が
そ
の
人
ら
し
く
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
み
な
ら
ず
、
地
域

住
民
や
各
種
団
体
、
事
業
者
等
が
相
互
に
助
け
合
い
、
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
日
、
高
齢
化
率
が
制
%
を
超
え
、
潜
在
す
る
福
祉
課
題
の
解
決
に
向
け
て
松
前
町

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
訪
問
介
護
事
業
や
居
宅
介
護
支
援
事
業
・
障
が
い
者
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
な
ど
を
通
じ
て
支
援
に
関
わ
り
つ
つ
、
さ
ら
に
は
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
守
つ
く
り
の
た
め
町
行
政
の
支
援
の
も
と
町
内
会
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
団
体

と
も
連
携
し
て
各
種
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
改
正
介
護
保
険
制
度
に
よ
る
婆
支
緩
認
定
者
臨
時
に
対
応
す
る
総
合
支
援
事

業
へ
の
取
り
組
み
が
準
備
さ
れ
る
中
、
地
域
福
祉
推
進
を
使
命
と
す
る
私
ど
も
社
会
福

一
祉
協
議
会
の
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
る
一
方
、
運
営
の
た
め
の
自
主
財
源
の
確
保
に
留

意
し
つ
つ
、
出
来
る
か
ぎ
り
持
続
可
能
な
体
制
づ
く
り
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
ま
す
。

地
域
で
取
り
組
む
『
た
す
け
あ
い
・
支
え
あ
い
』
の
活
動
や
意
識
を
育
み
、
住
民
に

よ
る
活
動
支
援
を
積
極
的
に
応
援
し
、
す
べ
て
の
町
民
か
ら
支
持
、
期
待
さ
れ
る
社
協

を
め
ざ
し
、
松
前
町
と
の
連
携
の
も
と
次
の
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。

社協通信

*
「
社
協
通
信
」
及
び
瞥
発
チ
ラ
シ
等
発
行

*
地
域
福
祉
活
動
推
進
の
取
リ
組
み

*
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
・
研
修
会
参
加

*
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
助
成

*
児
童
・
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
指

定
校
活
動
助
成

*
行
事
用
テ
ン
ト
・
車
い
す
の
無
料
貸
出

*
松
前
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

*
松
前
町
心
身
障
害
者
福
祉
協
会

*
松
前
町
共
同
募
金
委
員
会

*
ふ
れ
あ
い
運
動
会
の
開
催

・
障
害
者
福
祉
協
会
の
会
員
増
を
図
る
た

め
の
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

障
が
い
者
ら
の
交
流
活
動
の
一
環
と
し

て
、
心
身
障
害
者
福
祉
協
会
会
員
を
中

心
に
ふ
れ
あ
い
運
動
会
を
開
催
す
る
。

*
松
前
町
共
間
募
金
委
員
会
助
成
金
交
付

松前町社会福祉協議会役員

会長長瀬弘雄

副会長斉藤 協

副会長加藤 案

理事 i自野 篤

理事田島 I1慎子

理事野戸陸子

理事松橋祐

理事菊地和子

監事松尾{圭清

監事古海フジノ

*
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
及
び
歳
末
助

け
合
い
運
動
の
啓
発
推
進

*
ひ
と
り
の
不
幸
も
見
の
が
さ
な
い
活
動

助
成

*
単
身
老
人
ク
リ
ス
マ
ス
慰
問
事
業

・
判
内
会
を
主
と
し
て
、
地
域
の
高
齢
者

を
対
象
と
し
た
活
動
に
対
し
て
活
動
費

の
助
成
を
行
う
と
と
も
に
、
単
身
老
人

把
握
の
た
め
の
調
査
及
、
び
ク
リ
ス
マ
ス

慰
問
事
業
安
実
施
す
る
ロ

融
鱒
欄
間
闘

*
渡
島
管
内
社
協
役
職
員
研
修
会
参
加

*
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
務
等
取
り
扱
い

*
生
活
福
祉
資
金
取
扱
実
費
弁
償
資
交
付

-
山
市
勤
職
員
に
よ
る
相
談
対
応
を
行
う
。

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
各
穣
関
係
機
関

へ
橋
渡
し
を
行
う
。

・
開
設
日
毎
月
第
3
水
曜
日

松前町社会福祉協議会評議員

吉村幸一/伊藤昌子

千葉友子/佐藤伸子

中村ヒデ/桂 秀子

久保郁子/鳴海セツ子

宮島里美/金谷健意

伊達 猛/川村房子

漬村明美/木村初枝

宮本理恵子/堀川l純子

新岡良子/船尾湯子

木村ウメ子/斉藤多喜雄



第5号

*
訪
問
介
護
事
業
及
び
介
護
予
防
訪
問
介

護
士
事
業
の
実
施

*
居
宅
介
護
支
援
事
業
の
実
施

・
利
用
者
へ
の
訪
問
問
介
護
や
ケ
ア
プ
ラ
ン

作
成
に
努
め
る
。

・
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
サ
ー

ビ
ス
利
用
に
つ
な
げ
る
。

・
介
護
保
険
制
度
外
の
有
償
サ

i
ビ
ス
に

取
り
組
む
。

・
総
合
支
援
事
業
へ
の
対
応
を
図
る
。

・
常
勤
織
に
よ
る
自
宅
介
護
者
向
け
の
介

護
講
習
会
を
開
催

社協通信3 

*
基
礎
的
活
動
(
創
作
活
動
、
生
産
活
動
、

地
域
活
動
)
の
取
り
組
み
。

・
障
が
い
者
ら
の
居
場
所
づ
く
り
や
基
礎

的
活
動
を
通
じ
て
、
社
会
性
を
身
に
つ

け
る
た
め
の
取
り
組
み
を
継
続
し
、
地

域
に
お
け
る
自
立
支
援
を
図
る
。

-
体
験
や
見
学
が
で
さ
る
こ
と
を
通
じ
て

通
所
者
の
機
保
に
努
め
、
通
所
す
る
障

が
い
者
ら
の
た
め
の
関
係
者
の
連
携
の

も
と
、
支
援
に
努
め
る
。

・
生
産
・
創
作
活
動
に
よ
る
製
口
町
つ
く
り

を
通
じ
て
、
降
が
い
者
ら
の
就
労
意
欲

を
高
め
、
収
議
金
を
障
が
い
者
ら
の
工

賃
と
し
て
支
給
し
、
生
活
の
安
定
化
を

臼
指
す
。

-
通
所
す
る
障
が
い
者
の
利
便
性
及
、
び
利

用
者
増
を
図
る
た
め
、
毎
日
の
自
宅
送

迎
を
継
続
し
て
行
う
。

間
欄
間
関
闘

・
地
域
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し

て
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
地
域
住
民
等

と
の
交
流
の
場
と
し
て
の
各
種
行
事
講

座
等
を
開
催
し
、
陣
筈
者
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
共
生
刑
記
事
業
を

挽
進
す
る
。

工
事
業
実
施
に
伴
う
体
制
整
備

*
生
活
支
援
専
門
員
及
び
生
活
支
援
昌
一
の

研
修
参
加
、
根
談
窓
口
の
開
設

*
金
融
機
関
へ
の
制
度
紹
介
を
通
じ
て
利

用
促
進
を
図
る
。

・
知
的
障
が
い
者
や
軽
度
の
認
知
症
の
方

な
ど
を
対
象
に
日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
に
取
り
組
み
、
生
活
支
援
員
を
複
数

化
で
き
る
よ
う
に
人
材
の
発
掘
及
び
育

成
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

-
道
社
協
と
協
定
を
締
結
し
た
中
で
、
停

電
時
に
備
え
て
事
務
所
電
源
の
篠
保
に

向
け
た
発
電
機
や
倣
口
伺
整
備
等
を
検
討

す
る
。

行所
う有
。す

722る
昨車
有
ム両
52のn=n
弧維

9控
_，_，、目
e理
を
適
切

-
9
月
第

1
日
曜
日
を
め
ど
に
開
催
。
社

会
福
祉
協
議
会
の
活
動
状
況
を
広
く
町

民
に
発
信
す
る
機
会
と
し
て
関
保
す
る
。

平成28年度松前町社会福祉協議会予算書
(単位 e 円)



4 

*
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
加
入
、
保
険

料
一
部
助
成

(
4
団
体
)

*
生
活
福
祉
資
金
取
扱
実
弁
償
費
の
交
付

(
松
前
町
民
生
委
員
協
議
会
へ
)

*
児
童
・
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支

援
助
成
金
交
付

*
行
事
用
テ
ン
ト
・
車
い
す
無
料
貸
出

第5号社協通信

*
ふ
れ
あ
い
運
動
会
の
開
催

開
催
日
平
成
幻
年
ゆ
月
初
日

三
福
祉
団
体
事
務
局
支
援

松
前
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

(
会
員
数

8
6
7
人
)

松
前
町
心
身
障
答
者
福
祉
協
会

(
会
員
数

4
6
人
)

松
前
町
共
伺
募
金
委
員
会

*
松
前
町
共
同
募
金
委
員
会
へ
助
成
金
交
付

*
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
及
び
歳
末
た

す
け
あ
い
運
動
の
啓
発
推
進

*
ひ
と
り
の
不
幸
も
見
の
が
さ
な
い
活
動

助
成
(
決
定
順
)

-
静
浦
町
内
会
「
敬
老
会
」

・
建
石
町
内
会
「
長
寿
と
楽
し
む
会
」

-
荒
谷
町
内
会
「
介
護
予
防
タ
ン
ポ
ポ
教
室
」

・
唐
津
町
内
会
「
高
齢
者
と
全
町
民
交
流
会
」

-
博
多
町
内
会
「
高
齢
者
見
守
り
隊
」

-
札
前
町
内
会
「
敬
老
・
お
楽
し
み
会
」

・
大
沢
町
内
会
「
大
沢
を
元
気
な
地
域
に

裸
の
付
き
合
い
大
作
戦
」

・
原
口
町
内
会
「
原
口
町
内
会
敬
老
会
」

・
茂
車
町
内
会
「
茂
車
町
内
会
敬
老
会
」

・
赤
神
町
内
会
「
高
齢
者
お
楽
し
み
会
」

・
大
磯
町
内
会
「
大
磯
健
康
ク
ラ
ブ
事
業
」

・
曲
一
一
品
福
町
内
会
「
血
一
旦
福
町
内
会
カ
モ
メ
教

室
/
お
祝
い
餅
配
布
事
業
」

・
白
神
町
内
会
「
介
護
予
防
し
ら
ゆ
り
教
室
」

*
単
身
老
人
ク
リ
ス
マ
ス
慰
問
何
事
業
実
施

.
満
刊
歳
以
上
の
単
身
老
人
を
対
象
に
町

内
小
学
校
、
民
生
委
員
、
町
内
会
、
地

域
婦
人
会
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
協
力

を
得
て
ク
リ
ス
マ
ス
慰
問
事
業
を
実
施

・
配
布
数

5
2
8
人
慰
問
口
問
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ

l
ド
及
び
ロ
ー
ル
ケ

l
キ

*
応
急
生
活
資
金
の
貸
付
件
数

8
件
/
貸

付
金
額

8
8
，
o
o
o円
償

還

件

数

行
件
/
償
還
金
額
1
0
8
，
0
0
0
円

*
訪
問
介
護
事
業

・
要
支
援
認
定
者
及
、
び
要
介
護
認
定
者
に

対
す
る
身
体
介
護
サ
ー
ビ
ス
及
び
生
活

援
助
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

通
院
や
買
い
物
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

-
訪
問
介
護
員
の
悶
家
資
格
(
介
護
福
祉

士
)
の
取
得
支
援

・
へ
ル
パ

l
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催

(
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
状
況

確
認
及
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
の
注

意
事
項
等
の
連
絡
指
示
他
)

・
有
料
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
実
施

*
居
宅
介
護
支
援
事
業

・
介
護
支
援
専
門
員
に
よ
る
要
介
護
認
定

者
及
び
要
支
援
認
定
者
の
ケ
ア
0

フ
ラ
ン

を
作
成
し
、
各
事
業
と
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
調
整
や
相
談
対
応
を
実
施

・
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
松
前
南
殿
荘
入

所
者
判
定
会
議
参
加

・
松
前
ケ
ア
会
議
参
加

.
松
前
町
ケ
ア
マ
ネ
連
絡
会
会
議
参
加

*
障
害
者
へ
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

*
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
体
制
整
備

の
推
進
(
指
揮
監
督
者
、
自
立
生
活
支

援
専
門
員
、
生
活
支
援
専
門
員
の
配
醤
)

*
契
約
実
績

1
件
女
性
・
軽
度
認
知
症

者
・
生
活
保
護
受
給

*
支
援
内
容
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
、

金
銭
管
理

*
要
介
護
認
定
者
及
び
障
害
程
度
区
分
認

定
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

*
通
院
及
び
外
出
、
買
い
物
、
金
融
機
関

へ
の
対
応

抗
鮎
h

w

w

*
通
者
者
数
平
成
お
年
3
月
末
4
名

*
ほ

l
ぷ
通
信
(
奇
数
月
/
年
6
回
)
を

町
広
報
に
折
り
込
み
し
、
活
動
状
況
等

を
紹
介
。

*
創
作
活
動
、
生
産
活
動
に
伴
う
販
売
益

金
を
通
所
日
数
を
考
慮
し
た
工
貨
を
支

給
*
開
設
日
数
2
3
6
日
延
べ

8
8
7
人

*
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
開
催
(
保
健

脚
等
と
通
所
者
の
生
活
状
況
及
、
び
今
後

の
支
援
内
容
を
検
討
協
議
)

*
適
所
者
送
迎
の
取
り
組
み

*
ゆ
い
っ
こ
通
信
(
偶
数
月
/
年
6
田
)

を
町
広
報
に
折
り
込
み
し
、
開
催
状
況

を
紹
介

・
楽
し
い
手
話
会
、
折
り
紙
教
室
、
パ
ソ

コ
ン
教
室
、
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
教
室

・
ミ
ニ
門
松
守
つ
く
り
教
室
、
茶
道
体
験
教

室
、
家
庭
介
護
教
室
、
認
知
症
サ
ボ
ー

タ
l
養
成
講
座

*
社
協
通
信

A
4
・
8
ペ
ー
ジ

第

2
号

7
月
1
日
/
第
3
号
同
月

1
臼

第

4
号

2
月
1
日
を
発
行
。
全
戸
配
布

松
前
町
民
生
委
員
協
議
会
全
体
会
議
へ

の
参
加
ほ
か

開
催
日

平
成
幻
年
9
月
5
日



5 社協通信第5号

平成27年度 社会福祉法人松前町社会福祉協議会決算書
平成27年度資金収支計算書喜 単位向 平成27年度事業;3働計算審 単位向

綴線機織縦三機総裁機能機雲際線量殺織機綴綴燃側鰍綴議待機襲撃何議議~磯響調 線機線機線機織機J織機話機器側三機側壁鋭機綴綴線機織線機線機織♂謀議謀議繍

E業活動による収支1 I I I [サ ピス活動増減のgsI +-----1 【

|収入

会寄経受【事資付常託業金経収金活入収鼠収動入補入1 { 
e 104 

6， 83，1 94 
4 64 日o
108，000 

!入 116，91 

!リ介塁護策保霞並険ミ;y-
入

」38型10183351脱『64168425 0 

1 ) 53，216，870 
支出

人 主

6.416，1 23 

事貸付務認事支業出支出
1，596，l 31 
88 
1.515.634 
70，0日o

匝事設ぱl業鐙')lミ備活担業動等金活資に支動金よ出支収る出支収計差支(留2】、

300，152 

(3) ~ (1) -(2) ['， 1.048.858 

収h入施【施設設j備整鈴等袖等{a; :る収支
430，000 

(4) 430，000 
支l

819，892 
(5) 819，892 
(6) ~ (4)一(5) ム 389，892

!国

;t:\~入 旨収入 2，718， 
十 ビス }入金収入 ，157 指

〉〉活活動動i 之¥計る収(7入〕
77 32 

支出

議聾寵罷正示孟二
252 

2，718，481 
1，157，966 
320 

5， 326 
['， 859 587 

主2残E産高高f((1123) )十(12)
7，101，308 

貸借対照表 単位円
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田
韓
韓
国
縄
由
開
寓
繋
揺
一
憲
一
掛
照
品
開

日
常
生
活
支
援
事
業
は
、
あ
な
た
の

暮
ら
し
の
H

あ
ん
し
ん
H

を
お
手
伝
い

す
る
事
業
で
す
。
松
前
町
社
会
福
祉
協

議
会
ま
で
ご
相
談
、
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

第5号

酪
闘
関
幽
W

A
V
対

象

者

自
分
ひ
と
り
で
契
約
な
ど
の
判
断
を

す
る
こ
と
が
不
安
な
方
や
お
金
の
管
理
に

困
っ
て
い
る
方
な
ど
が
利
用
で
き
ま
す
。

@
対
象
の
範
囲

認
知
症
高
齢
者
、
知
的
障
が
い
者
、

精
神
障
が
い
者
な
ど
判
断
能
力
不
十
分

な
方
で
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
方
が
対

象
で
す
。

A
V
支
援
内
容

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
援
助
、
日
常

的
な
金
銭
管
理
、
預
金
通
帳
当
の
預
か

り
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

O
相
談
・
援
助

・
さ
ま
ざ
ま
な
嬬
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
の
情
報
提
供
、
相
談
支
援

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
申
し
込
み

.
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
仙
台
情
解

決
制
度
の
利
用
援
助

O
日
常
的
な
金
銭
管
理

.
医
療
費
の
支
払
い

.
税
金
や
公
共
料
金
の
支
払
い

社協通信

-
生
活
費
や
日
用
品
の
代
金
支
払
い

.
家
賃
や
地
代
の
支
払
い

.
年
金
な
ど
の
受
領

O
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
援
助

-
福
祉
サ

i
ビ
ス
の
利
用
料
を
支
払

う
手
続
き

・
預
貯
金
の
出
し
入
れ

O
預
貯
金
通
帽
眼
寺
の
預
か
り
サ
ー
ビ
ス

・
預
貯
金
の
通
帳
(
カ

l
ド
含
む
)

.
実
印
や
銀
行
印

・
保
険
証
書
、
不
動
産
権
利
書
な
ど

・
そ
の
他
適
当
と
認
め
た
書
類

対
象
者
に
掲
載
し
た
内
容
に
合
致
す

る
場
合
は
、
利
用
に
結
び
つ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
自
立
支
援
専
門
員
が
訪
問
し
、
相

談
対
応
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
願
い
ま
す
。

松前町社会福祉協議会

電話 42-2270

おしま問。τ((まっと}か高まいセンターは

あなたのととを .HOT(ほっと)かない

そうして、私のことを…HOT(ほっと)力、ないで

そんな、あなたのための、 HOT(ほっと)できる場、 HOT(暖かい・ぬくもりのある)

できる関わりを呂指したセンターです。

怒峨謬
圏圃a醐醐醐a鱈甥翻醐，翻繍i自絹g罰自

書韓躍富肉白隠E軍

仕欝相関車車

生活費に閤つでも、事

どとに格障した晶いいか
わが告ない

...静



雄

絵
前
向
{
子
福
山

2
3
6
1
4
一

A
立
つ
臼

536
つん

η
L
ウ

t

n

u

一

社
会
福
祉
法
人
松
前
町
社
会
福
祉
協
議
会

「
特
別
会
員
」
募
集
及
、
ひ
加
入
の
お
願
い

社
会
福
祉
法
人
松
前
町
社
会
福
祉
協
議
会

会

長

長

瀬

弘

所
在
地

電

話
F
A
X
4
2
5
8
8
0
 

厚
生
大
臣
認
可
臼

昭
和
必
年
1
月
凶
日

第 5号

松
前
町
社
会
福
社
協
議
会
で
は
、
平
成

お
年
度
よ
り
、
特
別
会
員
制
度
を
設
け
、

加
入
い
た
だ
く
会
員
よ
り
ご
協
力
い
た
だ

く
会
員
会
費
を
も
と
に
、
地
域
福
祉
事
業

活
動
を
よ
り
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
を

め
ざ
し
ま
す
。

人
口
の
高
齢
化
、
地
域
の
過
疎
化
、
ひ

と
り
ぐ
ら
し
老
人
の
培
加
等
に
よ
り
、
地

域
の
談
も
が
心
配
し
、
不
安
に
感
じ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
状
況
が
予
測
さ
れ
る
な
か
で

潜
在
化
し
て
い
る
福
祉
課
題
が
、
今
後
顕

在
化
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

地
域
の
煽
祉
課
題
解
決
、
予
防
の
た
め

に
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
関
係
者
と
と
も

に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
社
会
一
衛
祉
協
議
会
は
、
訪
問
介
護
一
卒
業
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
で
姿
介
護
者
ら
と
接

し
、
ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
地
域

老
人
ク
ラ
ブ
や
心
身
障
害
者
福
祉
協
会
会

員
と
接
す
る
機
会
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
少

な
か
ら
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
附
民
の
不

安
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

強
み
を
生
か
し
地
域
福
祉
を
進
め
ま
す
。

社協通信7 

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
こ
の
町
で
暮
ら
し
続
け
た
い
。
た
く
さ
ん
の
方
が
そ
の

よ
う
に
望
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
松
前
町
社
会
街
祉
協
議
会
は
「
と
も
に
さ
さ
え

あ
う
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」
と
い
う
目
標
の
も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
福
祉
法
に
地
域
福
祉
の
推
進
組
織
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
組
織
で

あ
り
、
「
と
も
に
支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち
」
と
は
、
そ
も
そ
も
地
域
住
民
ひ
と
り
ひ

と
り
の
主
体
的
な
参
加
に
よ
り
す
す
め
て
い
く
も
の
で
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
特
別
会
員
制
度
は
、
実
施
す
る
事
業
や
趣
旨
に
対
す
る
迎
解
を

深
め
て
い
た
だ
き
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
地
域
福
祉
活
動
に
財
政
的
支
援
を
ご

協
力
い
た
だ
く
、
住
民
主
体
の
た
す
け
あ
い
の
し
く
み
で
す
。
会
員
に
な
る
こ
と
で
、

権
利
や
義
務
が
発
生
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
社
協
活
動
の
趣
旨
に
賛
同
し
会
費
を
納

め
る
こ
と
で
社
協
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
会
費
は
、
社
会

補
祇
協
議
会
が
進
め
る
独
自
の
「
地
域
福
被
事
業
」
な
ど
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
社
会
の
今
日
、
ま
す
ま
す
多
様
化
し
て
い
る
住
民
の
福
祉
ニ
ー

ズ
に
こ
た
え
る
た
め
新
た
な
事
業
活
動
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
住
民
会
費

な
ど
の
自
主
財
源
の
確
保
が
一
層
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
会
員
募
集
を
通
じ
て
、
身
近
な
地
域
か
ら
…
歩
ず
つ
、

障
が
い
の
あ
る
入
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
活
動
目
標
の
も
と
「
と
も
に
さ
さ

え
あ
う
福
祉
の
ま
ち
。
つ
く
り
」
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
は
企
業
へ
の
題
意
書
の
ご
案
内
及
び
ご
訪
問
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
特

別
会
員
募
集
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
み
な
さ
ま
の
力
強
い
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

特
別
会
員
会
費

1
、
0
0
0
円
(
複
数
日

可

年
間

1 
口

松
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
率
い

す
や
行
事
用
テ
ン
ト
を
無
料
で
貸
し
出
を

行
っ
て
い
ま
す
。

車
い
す
を
利
用
す
る
方
が
ご
自
身
で
操

舵
す
る
自
走
式
、
介
助
者
が
操
作
す
る
介

助
式
車
い
す
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
行
事
用
テ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

町
内
会
行
事
等
で
使
用
す
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
ら
活
用
で
き
ま
す
。

利
用
希
望
の
ガ
は
、
松
前
町
社
会
福
祉

協
議
会
へ
ご
連
絡
綴
い
ま
す
。

車
い
す
の
貸
出
期
間
は
最
長
1
か
月
。

利
用
申
し
込
み
の
際
は
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
確
認
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承

願
い
ま
す
。

車
い
す
所
有
台
数

9
台

[平
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寄
付
芳
む
紹
介

松
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
対
し
、
寄
付

金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

寄
付
金
は
各
種
福
祉
活
動
の
財
源
に
充

て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
(
受
付
限
)

第5号

字
唐
津

字
豊
一
旦
伺

字
江
良

蘭
越
町

字
大
磯

字
原
口

{
子
大
沢

字
唐
津

{
子
江
良

字
神
明

字
銭
浜

字
荒
谷

社協通信

字
福
山

字
博
多

字
唐
津

字
白
神

字
大
磯

字
館
浜

字
福
山

松

尾

清

近

江

谷

彦

斉

藤

子

一

二

浦

彦

水

島

蒸

佐

々

木

孝

夫

太

白

文

子

羽

二

生

敏

子

柴

閏

正

幸

野

登

谷

秀

雄

高

橋

春

代

熊

谷

チ

エ

松

前

仏

教

会

若

山

正

則

加

藤

渠

奥

村

秀

夫

滝

川

紀

子

工

藤

美

智

子

佐

藤

修

上

野

三

捷弘邦イ圭JI券

様様様様様様様様様様様様様様様綴様綴様様

{

子

大

磯

上

{

子

札

前

演

松
前
歌
謡
愛
好
会

会

長

鎌

田

芳

男

字

清

部

目

谷

正

常

字

江

良

セ

一

フ

l
ズ
渡
辺

一
円
募
金
箱

瀬

弘

雄

藤

湯
島

順

子

村

ト

セ

一

戸

陸

子

矯

清

精

橋

祐

二

海

フ

ジ

ノ

屋

喜

代

子

水

タ

ツ

ミ

川

末

男

村林

明浩

{

子

松

城

長

字

荒

谷

斉

字

大

磯

回

{

子

福

山

西

{

子

大

沢

野

字

江

良

高

字

松

城

松

字

大

磯
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櫨
同
日
眠
時
開
韓
脅

開
明
露
目

ω
窓
い
-
時
撃
す
f

様線様様様様様様様様様様様様相:様様様様様緩様4主

心配こIと相談所

電話 42-2270

社
協
通
信
第
5
号
を
お
届
け
い
た

し
ま
す
。

今
号
は
、
平
成
犯
年
度
事
業
割
問
、

予
算
、
平
成
幻
年
度
事
業
報
告
、
決

算
報
告
が
紙
面
の
大
半
を

δ
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
状
況
が

皆
様
に
伝
わ
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し

た
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

社
会
福
祉
協
議
会
が
関
わ
る
事
業

は
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

平
成
お
年
も
半
年
が
絞
過
し
、
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
事
業
推
進
に
あ
た
り
ま
す
。

本
年
度
は
財
源
函
に
つ
い
て
、
特
別

会
員
制
度
を
設
け
、
会
費
の
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
ご
理
解
ご
支
援
綴
い
ま
す
。

さ
て
、
春
の
さ
く
ら
ま
つ
り
も
終
わ

り
、
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
町
通
り
も
ひ

と
段
落
で
し
ょ
う
か
。

北
海
道
新
幹
線
が
開
通
し
て
、
思

う
こ
と
は
函
館
、
東
京
間
の
日
帰
り

は
で
き
る
の
か
な
と
考
え
て
み
た
。

往
復
8
時
間
問
分
。

時
間
的
に
は
可
能
で
し
ょ
う
が
、

東
京
滞
在
時
間
は
ど
の
位
に
な
る
の

か
。
も
う
す
で
に
実
行
し
て
い
る
道

民
も
町
民
(
乗
鉄
)
も
い
る
の
か
と

考
え
て
み
ま
し
た
。


